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委
員
長

峯

信
夫

6
月
の
定
時
総
会
後
、
令
和
3
年
度

の
委
員
改
選
を
機
に
7
月
8
日
に
総
務

委
員
会
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室
に
て
開
催
し
、
立
石
会
長
よ

り
総
務
委
員
会
委
員
5
名
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

㈠
令
和
３
年
度
総
務
委
員
会
体
制

・
退
任
し
た
委
員

委
員

吉
田

俊
英
（
会
員
）

委
員

福
田

功
（
会
員
）

退
会
さ
れ
た
委
員
1
名
（
会
員
）

・
就
任
し
た
委
員

委
員
長

峯

信
夫
（
理
事
）

副
委
員
長

窪
田

進

（
理
事
）

委
員

村
林

應
（
会
員
・
新
任
）

委
員

西
永

宣
昭(

会
員
・
新
任)

委
員

曽
根

宮
子(

会
員
・
新
任)

総
務
委
員
会
か
ら
選
出
の
安
全
管

理
委
員

窪
田

進

㈡
委
員
会
活
動
の
現
状
報
告

・
初
め
て
参
加
す
る
委
員
も
い
る
の
で
、

令
和
３
年
度
総
務
委
員
会
活
動
計
画
、

総
務
委
員
会
運
営
規
則
等
を
説
明
し

ま
し
た
。

・
今
年
度
の
「
会
員
交
流
会
」
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
周
知
し
た
と
お
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
し
、
そ
の
他
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
拡
大
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

委
員
長

田
中

雅
城

令
和
３
年
度
の
二
回
目
の
事
業
委
員

会
が
立
石
会
長
参
加
の
下
、
７
月
７
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

㈠
令
和
３
年
度
事
業
委
員
会
体
制

定
時
総
会
後
の
役
員
改
選
に
伴
う
新

体
制
と
な
り
、
冒
頭
に
立
石
会
長
よ

り
委
員
全
員
に
個
別
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

・
退
任
し
た
委
員

委
員
長

小
林

正
和
（
理
事
）

・
就
任
し
た
委
員

委
員
長

田
中

雅
城
（
理
事
）

副
委
員
長

北
谷

直
道
（
会
員
）

委
員

小
林

巳
喜
雄(

理
事)

委
員

村
林

惠
子
（
会
員
）

委
員

大
澤

文
雄(

会
員
・
新
任)

事
業
委
員
会
か
ら
選
出
の
安
全
管
理

委
員

小
林

巳
喜
雄

㈡
主
な
事
業
内
容

・
毎
月
の
事
業
委
員
会
を
は
じ
め
、
就

業
相
談
、
新
入
会
員
研
修
会
、
接
遇

研
修
会
、
事
業
報
告
会
、
顧
客
企
業

表
敬
訪
問
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
視
察
研

修
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
の
度
重
な
る
発
令

に
よ
り
、
全
て
の
活
動
が
休
止
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
状
況
を
見

な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
や
メ
デ
ィ
ア
媒
体

を
活
用
し
た
方
法
に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

事
業
委
員
会

総
務
委
員
会

委
員
長

遠
藤

孝

㈠
令
和
３
年
度
広
報
委
員
会
体
制

・
就
任
し
た
委
員

委
員
長

遠
藤

孝
（
理
事
）

副
委
員
長

柴
田

隆
嗣(

会
員)

委
員

福
田

一
彦(

理
事)

委
員

綿
貫

一
成(

理
事)

委
員

島
田

耐
子(

会
員)

委
員

井
口

一
男(

会
員)

広
報
委
員
会
か
ら
選
出
の
安
全
管
理

委
員

福
田

一
彦(

理
事)

・
退
任
さ
れ
た
委
員
は
お
り
ま
せ
ん
。

委
員
会
一
同
新
た
な
気
持
ち
で
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

㈡
委
員
会
活
動
の
現
状
報
告

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
め
ど
が
立
た
な
い

中
で
の
活
動
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す

が
、
委
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

㈢
主
な
事
業
内
容

①
け
や
き
１
３
８
、
９
号
の
発
行

②
福
祉
祭
へ
の
参
加

③
道
路
美
化
清
掃

④
そ
の
他
広
報
活
動

・
「
け
や
き
」
１
３
８
号
は
10
月
に
発

行
し
ま
し
た
。

・
今
回
の
リ
モ
ー
ト
福
祉
祭
で
は
、
集

ま
っ
た
物
品
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
ま
す
。
詳
細
は
後
日
募
集
案

内
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

・
③
④
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
の
終
息
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会

委
員
長

中
原

拓
三

㈠
令
和
３
年
度
安
全
管
理
委
員
会
体
制

・
就
任
し
た
委
員

委
員
長

中
原

拓
三(

理
事
・
副
会
長)

副
委
員
長

福
田

一
彦
（
理
事
）

委
員

窪
田

進
（
理
事
）

委
員

小
林

巳
喜
雄
（
理
事)

委
員

尾
又

一
夫(

会
員
・
新
任)

委
員

小
安

秀
雄
（
会
員
）

委
員

松
本

芳
久
（
会
員
）

委
員

横
川

た
ま
え
（
会
員)

委
員

高
橋

功
司
（
会
員
）

委
員

熊
谷

肇
（
会
員
）

委
員

磯
山

重
男(

会
員
・
新
任)

委
員

松
本

正
典
（
会
員
）

・
退
任
さ
れ
た
委
員
は
お
り
ま
せ
ん
。

㈡
委
員
会
活
動
の
現
状
報
告

①
「
安
全
だ
よ
り
」
第
42
号
発
行

②
令
和
３
年
度
健
康
検
診
受
診
調
査
実
施

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防

止
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
り
、

年
間
活
動
計
画
が
ほ
と
ん
ど
実
施
出

来
な
い
状
態
で
す
。

㈢
安
全
管
理
委
員
会
主
管
の
主
な
事
業

①
熱
中
症
予
防
講
習
会
：
７
月
中
止
決
定

②
応
急
救
護
訓
練

③
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

④
転
倒
予
防
講
習
会

⑤
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル

現
在
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
の
動
向

が
不
明
確
で
あ
り
、
今
後
の
推
移
と
、

近
隣
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
動
状
況
を
勘
案
し
て
実
施
可
否
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

安
全
管
理
委
員
会
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ス
タ
ー
ト
は
、
東
尋
坊
の
崖
の
上
！

色
と
り
ど
り
の
風
船
を
「
愛
し
て
る
ヨ

～
！
」
と
叫
び
な
が
ら
飛
ば
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
福
井
・
丸
岡
城
、
平
泉

寺
の
苔
む
す
急
坂
、
永
平
寺
前
の
え
ち

ぜ
ん
勝
山
線
と
並
走
、
九
頭
竜
川
河
川

敷
、
刈
り
取
り
が
始
ま
っ
た
六
条
大
麦

の
畑
の
道
を
走
り
ま
す
。

こ
の
大
会
の
名
物
は
エ
イ
ド
（
催
し

物
）
の
振
る
舞
い
で
す
。
そ
う
め
ん
、

若
狭
牛
ス
テ
ー
キ
食
べ
放
題
、
木
の
葉

寿
司
、
ニ
ン
ニ
ク
ラ
ー
メ
ン
、
ご
ま
豆

腐
ぜ
ん
ざ
い
、
小
籠
包
・
焼
売
、
手
打

ち
そ
ば
、
イ
チ
ゴ
・
メ
ロ
ン
等
々
。

全
食
完
食
・
完
走
が
ラ
ン
ナ
ー
の
礼

儀
な
の
で
、
普
通
の
人
は
レ
ー
ス
後
、

体
重
が
増
え
て
い
ま
す
。

桜
が
丘
Ａ
班

西
永

宣
昭

私
の
好
き
な
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

～
東
尋
坊
愛
の
マ
ラ
ニ
ッ
ク
～

ｘｘｘｘ

私
が
走
っ
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の

中
で
楽
し
か
っ
た
大
会
を
紹
介
し
ま
す
。

毎
年
５
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
福
井
県

の｢

東
尋
坊
愛
の
マ
ラ
ニ
ッ
ク｣
（
「
マ

ラ
ニ
ッ
ク
」
と
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気

分
？
で
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
造
語
）
で
す
。

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
・
東
尋
坊
か

ら
勝
山
市
・
平
泉
寺
を
往
復
す
る
１
０

３
Ｋ
ｍ
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
で
３
０

０
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
す
。
平
泉
寺
宿

坊
に
宿
泊
と
い
う
魅
力
が
あ
る
52
Ｋ
ｍ

の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は

女
性
に
人
気
で
す
。

さ
て
、
「
東
尋
坊
」
と
言
え
ば
日
本

海
の
荒
波
が
砕
け
散
る
断
崖
絶
壁
。

「
東
尋
坊
」
の
名
前
の
由
来
に
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
の
伝
説
は
、

平
泉
寺
の
東
尋
坊
と
恋
に
落
ち
た
美
し

い
「
あ
や
姫
」
と
の
間
を
ね
た
ん
だ
真

柄
覚
念
と
い
う
僧
の
企
て
に
よ
り
崖
か

ら
突
き
落
と
さ
れ
た
と
い
う
説
で
す
。

「
東
尋
坊
愛
の
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」
は
、
そ

う
し
た
三
人
の
若
者
の
悲
恋
の
舞
台
と

な
っ
た
東
尋
坊
と
平
泉
寺
を
た
ど
り
、

愛
の
岬
・
東
尋
坊
の
夕
陽
に
向
か
っ
て

走
る
大
会
で
す
。

ゴ
ー
ル
も
、
東
尋
坊
の
崖
の
上
！

マ
リ
ン
バ
演
奏
に
迎

え
ら
れ
、
1
日
中
た

っ
ぷ
り
痛
め
た
わ
が

体
を
愛
お
し
な
が
ら

愛
の
鐘
を
つ
い
て

「
愛
し
て
る
ヨ
～
！
」

と
叫
ん
で
ハ
ー
ト
形

の
完
走
メ
ダ
ル
を
い

た
だ
き
ま
す
。

・
・
ど
こ
ま
で
も

愛
、
愛
、
愛
。

来
年
は
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
再

び
愛
を
叫
び
に
福
井
で
走
れ
る
こ
と

を
夢
見
て
い
ま
す
。

高
木
の
獅
子
舞

・
場
所
：
高
木
神
社

・
設
置
日
：
平
成
４
年
１
月
30
日

高
木
の
獅
子
舞
い
は
江
戸
時
代
よ
り
、

毎
年
九
月
十
九
日
の
高
木
神
社
の
祭
礼

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
昔
、
悪
疫
が
流

行
し
た
と
き
、
そ
の
退
散
を
祈
願
し
て

踊
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
獅
子
舞
の
行
列
は
、
高
木
神

社
隣
、
昔
の
明
楽
寺
跡
の
社
務
所
で
支

度
を
と
と
の
え
、
村
役
の
先
導
に
て
練

り
歩
き
、
神
社
前
庭
に
進
ん
だ
の
で
す
。

杉
の
大
木
の
繁
る
境
内
で
、
笛
の
音

や
、
歌
に
合
わ
せ
演
ず
る
獅
子
舞
は
勇

壮
な
も
の
で
し
た
。

（
東
大
和
よ
も
や
ま
ば
な
し

よ
り
）

高木の獅子舞

市
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
訪
問
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体
操
が
収
録
さ
れ
ま
し
た
。
「
東
大
和

市
ラ
ジ
オ
体
操
」
と
検
索
し
是
非
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

歳
を
重
ね
る
に
従
っ
て
、
覚
え
る
機

能
や
運
動
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
。
機

能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
次
は
何
、
ど

こ
を
動
か
す
の
か
、
と
考
え
な
が
ら
運

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ラ
ジ
オ
体

操
は
、
体
の
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
整
え
発

揮
で
き
る
よ
う
、
内
と
外
、
右
と
左
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

効
用
は
、

①
柔
軟
性
の
向
上
、
②
血
液
循
環
の
改

善
、
③
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
向
上
、
④
代

謝
（
生
命
維
持
に
必
要
な
物
質
の
入
れ

替
え
）
の
促
進
、
⑤
良
い
姿
勢
づ
く
り

で
す
。
基
本
に
近
づ
い
た
動
き
に
よ
り

効
果
は
増
し
ま
す
が
、
無
理
を
し
な
い

で
継
続
し
て
や
る
こ
と
で
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
昭
和
26
、
27
年
に
第

一
、
第
二
が
作
ら
れ
、
現
在
ま
で
一
度

の
変
更
も
な
い
完
成
さ
れ
た
体
操
で
す
。

人
生
百
歳
、
最
期
ま
で
自
分
で
歩
け
る

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。
最
後

に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
、
肘
は
真

っ
直
ぐ
に
伸
ば
し
肩
を
大
き
く
動
か
し

て
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
や
っ

て
く
だ
さ
い
。
上
仲
原
公
園
で
は
、
元

日
を
除
き
雨
で
も
毎
朝
や
っ
て
い
ま
す
。

朝
の
清
々
し
い
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸

っ
て
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

狭
山
Ｂ
班

栗
原

勝
男

ラ
ジ
オ
体
操
は
す
ご
い

ｘｘｘｘ

平
成
25
年
3
月
、
50
年
近
く
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
、
毎
朝
の
散
歩

を
続
け
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
上
仲
原

公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
見
か
け
て
、
遠

く
か
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
大
晦
日

の
体
操
終
了
後
の
年
納
め
、
酒
の
匂
い

に
近
づ
き
先
ず
一
杯
、
正
月
2
日
の
初

め
の
会
、
そ
こ
で
「
東
大
和
市
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
あ
け
ぼ
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
」

の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ラ
ジ

オ
体
操
の
奥
の
深
さ
を
知
り
、
積
極
的

に
や
り
だ
し
、
そ
の
年
に
指
導
員
、
二

級
指
導
士
、
猛
勉
強
の
末
、
3
年
後
に

一
級
指
導
士
に
合
格
し
ま
し
た
。
現
在

は
毎
朝
皆
様
の
前
で
体
操
を
や
っ
て
お

り
ま
す
。
会
員
は
幼
稚
園
児
か
ら
92
歳

ま
で
、
正
会
員
の
平
均
年
齢
は
78
歳
で

す
。平

成
29
年
に
は
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟
よ
り
全
国
最
優
秀
団
体
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
は
市
政
50
周
年
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
全
国
放
送
が
4
月
12
日
に
決
定
し
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な

り
、
代
わ
り
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
東
大

和
市
の
紹
介
を
兼
ね
た
我
々
の
ラ
ジ
オ

藤
兵
衛
さ
ん
と
狼

・
場
所
：
中
北
台
公
園

・
設
置
日
：
平
成
５
年
３
月
27
日

今
は
多
摩
湖
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
石

川
の
谷
に
、
昔
、
藤
兵
衛
さ
ん
と
い
う

腕
の
良
い
木
こ
り
の
親
方
が
住
ん
で
い

ま
し
た
。

あ
る
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
仕
事
場

へ
い
こ
う
と
笠
松
坂
（
狭
山
丘
陵
の
中

に
あ
っ
た
）
を
登
っ
て
い
く
と
、
大
き

な
口
を
あ
い
て
苦
し
ん
で
い
る
狼
が
見

え
ま
し
た
。
口
に
手
を
入
れ
て
、
骨
を

取
っ
て
や
る
と
頭
を
ひ
と
つ
さ
げ
森
の

中
へ
行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
、
狼
は
藤
兵
衛
さ
ん
を
朝
晩

送
り
迎
え
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

藤
兵
衛
さ
ん
は
、
狼
が
御
嶽
神
社
の

お
使
い
で
大
口
真
神
（
お
お
ぐ
ち
ま
が

み
）
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
を

守
っ
て
く
れ
た
狼
の
た
め
に
お
宮
を
造

り
、
朝
晩
拝
ん
だ
そ
う
で
す
。

藤兵衛さんと狼
（東大和よもやまばなし より）

市
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
訪
問
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会
員
寄
稿

こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
は
自
分
な
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
た
。

話
は
変
わ
る
が
、
社
用
で
ア
メ
リ
カ

に
出
張
し
た
時
、
乗
り
継
ぎ
の
シ
カ
ゴ

の
空
港
で
バ
ッ
ク
を
置
き
引
き
さ
れ
て

し
ま
い
警
察
に
届
け
出
た
。

そ
の
時
、
私
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
た

警
察
官
が
突
然
「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
・

・
・
」
と
言
っ
て
話
し
か
け
て
き
た
。

「
お
前
は
真
珠
湾
が
攻
撃
さ
れ
た
と

き
に
生
ま
れ
た
の
か
」
と
、
怒
り
と
も

思
え
る
よ
う
な
口
調
で
あ
っ
た
。

終
戦
か
ら
長
い
年
月
が
経
っ
て
い
る

が
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら

れ
な
い
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と

思
っ
た
。

芋
窪
Ａ
班

三
田

達
已

日
米
開
戦
か
ら
八
〇
年

来
る
令
和
三
年
十
二
月
八
日
は
、
真

珠
湾
攻
撃
で
始
ま
っ
た
日
米
開
戦
か
ら

八
〇
年
の
節
目
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
前
日
に
生
ま
れ
た
自
分

も
八
〇
歳
に
な
る
。

誕
生
日
を
迎
え
る
度
に
想
い
出
さ
れ

る
の
は
戦
時
中
の
出
来
こ
と
で
あ
る
。

空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
防

弾
頭
巾
を
被
さ
れ
、
近
く
に
あ
っ
た
防

空
壕
へ
祖
母
に
背
負
わ
れ
て
逃
げ
た
こ

と
。
夜
に
な
る
と
米
軍
が
投
下
す
る
照

明
弾
に
よ
っ
て
辺
り
が
昼
間
の
よ
う
に

明
る
く
な
り
、
こ
れ
に
驚
い
て
泣
き
止

ま
な
か
っ
た
こ
と
。

更
に
米
軍
の
爆
撃
機
が
飛
来
す
る
た

び
に
、
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
た
こ
と
。

ま
た
、
貯
水
池
（
多
摩
湖
）
の
山
中

に
落
と
さ
れ
た
爆
弾
の
破
片
を
拾
い
に

行
き
、
ク
ズ
屋
に
行
っ
て
小
遣
い
に
し

た
こ
と
等
々
。

戦
後
に
な
る
と
、
戦
車
を
先
頭
に
四

列
渋
滞
で
行
進
し
て
く
る
ア
メ
リ
カ
兵

に
「
ヘ
イ
・
ヘ
イ
」
と
声
を
か
け
、
チ

ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ね

だ
り
、
い
つ
も
友
達
よ
り
多
く
貰
う
こ

ｃ

昭和十六年十二月七日 開戦前日の新聞

会員の作品紹介

ｃ

桜が丘Ｃ班 松堂 政勝

一年前に始めた糸鋸木工です。季節物や

思いついたものを作っています。

阿形／吽形
あぎょう うんぎょう

季節物

浅間山
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私
の
ふ
る
さ
と
（
八
丁
堀
）

ｃ

上
北
台
Ｂ
班

遠
藤

孝

東
京
の
下
町
「
八
丁
堀
」

私
の
故
郷
は
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀

で
す
、
八
丁
堀
と
聞
く
と
皆
様
何
を
思

い
出
し
ま
す
か
？

江
戸
時
代
の
同
心
の
住
ん
で
い
た
町

を
思
い
出
す
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
東
京
駅
八
重
洲
口
よ
り
八
重
洲

通
り
徒
歩
12
～
13
分
首
都
高
速
を
渡
っ

て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
す
。

終
戦
２
～
３
年
ご
ろ
は
自
宅
の
２
階

よ
り
東
京
駅
の
電
車
が
見
え
て
い
た
そ

う
で
す
。
私
の
少
年
時
代
に
は
、
隅
田

川
に
よ
く
釣
り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
隅
田
川
に
は
ま
だ
橋
が
少
な
く
、

明
石
町
と
佃
島
を
結
ぶ
「
佃
の
渡
し
」

（
江
戸
時
代
初
期
よ
り
昭
和
38
年
の
佃

大
橋
の
完
成
ま
で
３
０
０
年
余
り
続
く

）
が
あ
り
ま
し
た
。
佃
島
に
通
う
人
が

多
く
お
り
、
自
転
車
と
一
緒
に
利
用
し

て
い
ま
し
た
。

昭
和
36
年
の
佃
大
橋
の
完
成
に
よ
り

そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
下
流

に
は
勝
鬨
橋
が
あ
り
ま
す
。
橋
の
上
流

に
は
石
川
島
播
磨
重
工
業
の
造
船
所
が

あ
り
、
そ
こ
で
で
き
た
船
の
通
行
の
た

め
、
可
動
橋
と
し
て
設
計
さ
れ
、
中
央

部
が
70
度
に
跳
ね
上
が
る
構
造
に
な
っ

隅田川に架かる勝鬨橋とビル群

て
い
ま
す
。
昭
和
40
年
に
完
成
し
、
当

時
は
１
日
５
回
、
１
回
20
分
ほ
ど
跳
開

し
、
３
千
ト
ン
級
の
船
が
航
行
し
た
そ

う
で
す
。
現
在
で
は
当
時
の
名
残
り
と

し
て
橋
の
中
央
部
と
歩
道
側
の
２
ケ
所

に
信
号
機
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
隅
田
川
に
は
も
う
一
つ
の
名
物

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
花
火
で
す
。
そ

の
起
源
は
江
戸
時
代
、
８
代
将
軍
吉
宗

の
時
代
に
将
軍
の
発
案
で
始
め
た
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
毎
年
７

月
に
開
催
さ
れ
、
２
万
発
の
花
火
が
東

京
の
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
、
東

京
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

私
の
地
元
八
丁
堀
は
山
王
日
枝
神
社

の
氏
子
で
あ
り
、
お
祭
り
に
は
御
旅
所

お
た
び
し
ょ

だ
し

の
あ
る
茅
場
町
に
神
輿
が
集
ま
り
、

そ
こ
か
ら
各
町
内
に
繰
り
出
し
ま
す
。

私
の
自
宅
前
に
は
休
憩
場
所
が
あ
り
、

神
輿
や
山
車
が
来
る
た
び
に
御
神
酒

や
子
供
に
は
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
な

ど
で
接
待
し
て
い
ま
し
た
。
八
丁
堀

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
鈴
ら
ん
道

り
に
は
た
く
さ
ん
の
出
店
が
出
て
お

り
、
夜
に
な
る
と
ス
ズ
ラ
ン
の
形
を

し
た
街
灯
に
明
か
り
が
灯
り
、
各
店

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
威
勢
の
い

い
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
い
や
が
上

に
も
お
祭
り
気
分
が
盛
り
上
が
り
ま

す
。
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、
金
魚

す
く
い
、
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
取
り
、

雷
魚
釣
り
、
綿
あ
め
、
お
面
、
な
ど

雑
多
な
お
店
が
競
い
合
っ
て
お
り
ま

し
た
。

ま
た
盆
踊
り
の
季
節
に
は
、
ス
ズ

ラ
ン
通
り
の
四
つ
角
に
や
ぐ
ら
を
組

み
、
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
景
気
を
つ
け

ま
す
。
夜
に
な
る
と
夜
店
が
出
て
近

所
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
が
揃
い
、
浴

衣
に
身
を
包
み
、
や
ぐ
ら
の
上
下
で

踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
楓
川
は
首
都
高
速
道
路
に
、

住
宅
は
オ
フ
ィ
ス
に
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
お
祭
り
の
神
輿
も
他
所

の
人
手
を
借
り
な
け
れ
ば
出
せ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
下
町

の
良
き
風
情
が
全
く
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
寂
し
い
限
り
で
す
。

み
こ
し

お
み
き

か
え
で
が
わ

用
水
工
夫

・
場
所
：
野
火
止
用
水
入
口
付
近

・
設
置
日
：
平
成
５
年
１
月
27
日

野
火
止
用
水
は
承
応
四
年
（
１
６
５

５
年
）
、
徳
川
幕
府
の
老
中
松
平
伊
豆

守
信
綱
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
小
川
村

の
分
岐
点
（
現
在
の
小
平
市
中
島
町
）

か
ら
新
河
岸
川
ま
で
六
里
（
約
24
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
を
四
十
日
間
で
堀
り
通
し

た
と
い
わ
れ
る
用
水
路
で
す
。
こ
の
用

水
の
お
か
げ
で
、
用
水
周
辺
の
田
、
畑

が
う
る
お
い
、
米
の
取
れ
高
は
十
倍
に

も
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
美
術
工

芸
品
の
設
置
さ
れ
た
こ
の
場
所
の
町
名

は
新
堀
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
掘
り
が

で
き
た
と
き
に
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
新
堀
と
い
う
小
字
名
を
採
用
し
た
も

の
で
す
。

（
東
大
和
よ
も
や
ま
ば
な
し

よ
り
）

市
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
訪
問

用水工夫
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入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２―

５
６
５―

０
５
３
１

就
業
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
、
事
前
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。電話042-565-0531

センターの今後の予定

月 日 曜 日 時 間 内 容

10

13 水 9：00 入会説明会

18 月 配分金振込日

19 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

20 水 9：00 入会申込日

28 木 9：00 定例理事会

29 金 9：00 新入会員研修会

11

10 水 9：00 入会説明会

16 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

17 水 配分金振込日

17 水 9：00 入会申込日

25 木 9：00 定例理事会

26 金 9：00 新入会員研修会

12

8 水 9：00 入会説明会

15 水 9：00 入会申込日

17 金 配分金振込日

21 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

23 木 9：00 定例理事会

24 金 9：00 新入会員研修会

就業相談日 相談時間帯

2021年10月19日(火) 2022年 1月18日(火) ①14：00
②14：30
③15：00
④15：30
⑤16：00
各時間1名

11月16日(火) 2月15日(火)

12月21日(火) 3月15日(火)

※今後、新型コロナウイルス感染症拡大の状況に
より予定を変更する場合があります。

会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

作
品
（
写
真
・
絵
画
・
彫
刻

・
書
・
手
芸
な
ど
）
紀
行
文
・

川
柳
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
投
稿

等
、
何
で
も
結
構
で
す
。

投
稿
は
必
要
に
応
じ
て
写
真

を
添
付
い
た
だ
き
、
郵
送
、
持

参
の
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
投
稿

に
は
、
お
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
作
品
・
投
稿
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
切

り
札
と
し
て
、
高
齢
者
を
中
心

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
速
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
・
延
長
さ
れ
る
中
で
、

年
明
け
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
各
種

行
事
や
委
員
会
が
昨
年
度
に
引

き
続
き
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
広
報
委
員
会
も
十
分

な
取
材
活
動
が
出
来
な
い
中
で

編
集
作
業
を
続
け
て
き
た
結
果
、

限
ら
れ
た
記
事
で
す
が
何
と
か

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
読
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

編
集
後
記


